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【緒言】エレクトロウェッティング(EW)は電気的にぬれ性を制御する液滴駆動技術で、電子ペー

パーや Lab on chipへの応用が期待されている。EWに用いる撥水膜には優れた動的ぬれ性が求め

られるため、滑落角(液滴が滑り出す傾斜角)の要因解明を行った。これまでの研究では、拡張

Fowkes 式[1]を用いた表面張力の成分わけに着目し、滑落角と固体、液体の表面張力極性力との

間に相関を見出し、極性力を下げる事で低滑落角が得られることを明らかにした[2]。 

本研究では接触角ヒステリシス(  )、更に Furmidge 式[3]に着目する事で、極性力がどのよう

に滑落角に影響するのかを考察した。 

【実験】固体表面として、純水に対する接触角が同程度で、滑落角が大きく異なる CYTOP(AGC 

製)、単分子膜 FAS-17(信越化学工業社製)、ポリプロピレン(PP)を選択した。 

液体は、純水と表面張力が定まったぬれ試薬(60,50,40,30mN/m)を使用し、接触角計(DM-501 

協和界面科学社製)を用い接触角、滑落角を測定した。 

【結果・考察】純水 30  に対する滑落角測定結果を図 1に示す。固体表面極性力(
p

S )の低下に 

伴い、滑落角、  の減少が観測された。これは動的ぬれ性が
p

S に起因することを示している。 

続いて各種液体で滑落角、  を測定し、Furmidge 式より静止摩擦係数 μを求めた。μと液滴 

極性力(
P

L )の関係を図 2に示す。
P

L と μにも相関がある事から、極性力に由来する固液間の 

静電的引力が下がることで最大静止摩擦力が低下、優れた動的ぬれ性が発現したと考えられる。 

           

図 1 動的ぬれ性と
p

S の相関           図 2 静止摩擦係数と極性力の相関 
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